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「
我
々
が
直
面
す
る
重
要
な
問
題
は
、

そ
れ
を
つ
く
り
だ
し
た
と
き
と
同
じ
レ

ベ
ル
で
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
」
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
こ
の
言

葉
は
、
現
代
社
会
で
も
当
て
は
ま
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
人
口
構
造
が
変
化
し
、

社
会
シ
ス
テ
ム
も
複
雑
に
な
る
中
、

「
過
去
や
現
在
の
現
状
分
析
を
積
み
重

ね
、
未
来
を
予
測
す
る
」
と
い
う
「
フ

ォ
ア
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
」
の
考
え
方
だ

け
で
は
、
課
題
解
決
で
き
な
い
場
面
が

で
て
き
て
い
ま
す
。

「
次
世
代
の
た
め
に
、
今
行
う
べ
き

施
策
は
何
か
。
」
を
考
え
る
と
き
、
10

年
、
20
年
先
の
長
期
経
営
の
視
点
に
立

ち
、
持
続
可
能
で
望
ま
し
い
未
来
を
想

定
し
、
臨
機
応
変
に
戦
略
を
立
て
て
い

く
「
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
」
の
考

え
方
が
有
効
で
あ
り
ま
す
。

「
高
浜
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
で
は
、
「
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
と
し
て
、
平
成
52
年
ま
で
に
合
計

特
殊
出
生
率
を
2.07
ま
で
引
き
上
げ
、
人

口
減
少
を
抑
制
す
る
な
ど
の
目
標
を
掲

げ
ま
し
た
。
こ
の
目
標
を
実
現
す
る
た

め
に
、
「
雇
用
創
出
」
や
「
少
子
化
対

策
」
を
中
心
に
、
第
６
次
高
浜
市
総
合

計
画
の
基
本
計
画
を
ベ
ー
ス
に
し
た

「
創
生
戦
略
」
を
と
り
ま
と
め
、
「
一

人
ひ
と
り
の
想
い
が
実
現
で
き
る
ま

ち
」
「
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
、

子
育
て
を
応
援
す
る
ま
ち
」
「
将
来
へ

の
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
子
ど
も
を
育
む

ま
ち
」
な
ど
を
め
ざ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

平成28年度

施政方針
持続可能な高浜市であるために

何ができるか

10年後、20年後を視野に、高浜市の理想の姿のために、戦略を立てていく

※本文は、市議会３月定例会で行った施政方針演説を要約したものです。

高浜市長　吉 岡 初 浩

❖　企業誘致のための、東部地区の工業用地開発、北部
地区整備構想に基づいた関係機関との協議・調整

❖　地域経済の活性化・雇用安定のために、愛知県と連
携した企業の再投資を促す支援制度の実施および
既存企業の安定経営に向けた支援を実施

❖　住宅などの庭の造園材料としての瓦材の活用がで
きるよう、三州瓦屋根工事奨励補助制度を拡充

❖　「地域行動計画」を活用して、地域と防災訓練を協
働実施

❖　外国人向け防災訓練を引き続き実施
❖　消防団員確保のための、家賃助成制度の見直し
❖　市道港線整備のための道路の拡幅の用地取得など
を推進

❖　「公共施設総合管理計画」に位置づけられたインフ
ラの長寿命化を計画的に実施

❖　道路ストック総点検による、舗装修繕・橋りょう修繕
❖　子ども環境美化推進員を増やすとともに、児童・生
徒企画の環境学習を実施

❖　生活困窮者自立促進のために、就労準備支援、家計
相談支援、学習支援などの包括的な支援の実施

❖　子どもの将来が、生まれ育った環境に左右されない
ように、子ども健全支援員による相談支援体制の強
化、高校中退防止のための学習支援やひとり親家
庭の小学生への学習支援を実施

❖　こども発達センターの専門職の学校巡回指導を中
学校まで拡充、小中学校との連携強化

❖ 子育て世代包括支援センターを拠点にした、妊娠期
から子育て期にわたる切れ目ない支援を実施

❖　福祉避難所の新たな施設との協定締結に向けた協
議、災害対策資器材の配備や避難所運営訓練の実
施

❖　障がいに関する相談員の拡充、相談体制の強化
❖　新たな健康自生地の発掘と、ホコタッチを活用した
国立長寿医療研究センターとの共同調査・研究

❖ 「脳とからだの健康チェック」の結果についての講演
会を実施

明日を生み出すエネルギー
やる気を活かせるまちをつくろうⅢ いつも笑顔で健やかに

つながり100倍ひろげようⅣ

主 要 事 業
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平成28年度　施政方針

思いやり　支え合い　手と手をつなぐ　大家族たかはま

❖　地域に対する交付金制度のあり方について検討・見
直し

❖　市公式ホームページの多言語化
❖　「公共施設総合管理計画」における「公共施設推進
プラン」および「インフラ施設推進プラン」の推進

❖　平成２９年1月の供用開始に向けた市役所本庁舎
の整備および情報カフェスペース・会議室などのあ
り方の検討

❖　新庁舎完成に伴う新総合窓口の構築
❖　業務標準化・ペーパーレスなどの業務改善
❖　「高浜小学校等整備事業基本計画」に基づいた施設
整備の事業者提案の募集、選定

❖　中央公民館解体工事

❖　「生涯学習基本構想」を包含する総合的な取組みと
して、「タカハマ！まるごと宝箱」を継続実施
（語り合い・学び合いの会の開催）

❖　高浜市誌の編さんに着手
❖　愛知県が進める「（仮称）高浜緑地」整備の附帯設備
工事に着手

❖　碧海グランド・テニスコートの照明器具設備の更新
❖　子育て中の家庭に対し、適切なサービス利用につな
がるよう情報提供をするため、子育て支援コーディ
ネーターを新たに配置し、市の相談窓口を拡充

❖　いちごプラザに、子育て・家族支援者を配置して、子
育て支援体制を充実

❖　「高浜カリキュラム」の全学年実施
❖　高浜市のよさを感じながら心豊かに成長・発達する
ための12年間の学びを踏まえた、幼・保、小、中一貫
教育の創造と実践

みんなで考え みんなで汗かき 
みんなのまちを創ろうⅠ 学び合い 力を合わせて

豊かな未来を育もうⅡ

平 成 28 年 度

公
共
施
設
の
更
新
に
お
い
て
は
、
高

浜
市
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め
に
、
学

校
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
に
位

置
づ
け
、
他
の
施
設
と
の
複
合
化
を
視

野
に
入
れ
た
改
修
・
建
替
え
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
・
子
育
ち
を

支
え
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
小

学
校
区
の
住
民
が
集
う
「
地
域
活
動
拠

点
」
と
し
て
、
新
た
な
交
流
の
場
を
創

出
す
る
も
の
で
、
高
浜
市
の
「
地
域
内

分
権
」
を
推
進
す
る
た
め
の
重
要
な
施

策
で
す
。
高
浜
小
学
校
の
建
替
え
に
つ

い
て
は
、
理
想
の
未
来
像
を
市
民
の
皆

さ
ん
と
考
え
、
そ
の
想
い
が
実
現
で
き

る
施
設
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

野
村
総
合
研
究
所
に
よ
れ
ば
、
人
工

知
能
な
ど
に
よ
り
代
替
さ
れ
る
可
能
性

が
高
い
日
本
の
職
業
100
種
の
中
に
、

国
・
県
・
市
町
村
の
行
政
事
務
員
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
10
年
後
、
20
年

後
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
ど
う
な
る
か
。

高
浜
市
の
未
来
が
ど
の
よ
う
な
姿
に
な

る
の
か
。
」
を
、
引
き
続
き
調
査
・
研

究
を
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
総
合
計

画
を
は
じ
め
と
す
る
計
画
策
定
な
ど
の

場
面
に
お
い
て
、
高
浜
市
の
理
想
の
姿

を
市
民
と
と
も
に
描
き
、
そ
れ
に
対
し

て
戦
略
を
立
て
る
「
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ

ィ
ン
グ
」
の
考
え
方
も
取
り
入
れ
、
施

策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。


